
第７８回 ケアハウスえんれい草 

運営推進会議録 

開催日・場所 令和 ７ 年 ５ 月 ２２ 日（ 木 ）  ケアハウスえんれい草 ２階 相談室 

出 席 者 

地域住民代表     ３名  市職員代表      ２名  えんれい草ご利用者代表 １名 

えんれい草ご家族代表 １名 忘れな草ご家族代表 １名  忘れな草職員     １名   

えんれい草職員    ２名                         計１１名 

活 
 

動 
 

報 
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利用者状況 

・定員２９名  現在利用者数２８名（内、男性８名 女性２０名） 

・各階要介護度状況 

 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

１Ｆ ０名 ０名 ７名  ５名 １名 ０名 ０名 

２Ｆ ０名 ０名 ８名  ６名 １名 ０名 ０名 

合計 ０名 ０名 １５名 １１名 ２名 ０名 ０名 

・入居待機者：１名(入居日調整中です)（男性０名、女性３名） 

事故並びに 

ヒヤリハット 

事 故 内 容 

３月２８日 １６時３５分頃 1階 女性入居者 ９１歳 要介護２ 

コールがあり訪室するとベッド側の床で長座位になっている所を発見する。介助にて立って頂

きベッドに座ってもらう。身体確認を行うが痛みや変色はない。部屋に干してある洗濯物が気

になりベッド正面に置いてある車椅子に乗ろうと立ち上がった際に転倒したと話す。 

〈今後の対応策として〉 

トイレなどへの移動は手引き介助を行っていますが、下肢筋力の低下が考えられるため立ち上

がる際はコールを押すようお願いしました。 

３月３０日 １４時２９分頃 ２階 女性入居者 ９６歳 要介護２ 

コールがあり訪室。トイレ内の手洗い器前でしゃがみこんでおり自力では立ち上がれずコール

を押したとの事。介助にて立ち上がり身体確認を行うが痛み、変色もない。本人より「トイレ

に行こうと伝い歩きで移動していたが手すりを掴みそこねた」と話す。 

〈今後の対応策として〉 

夜間・日中共にコールを押し職員を呼んでほしいと伝えているが、訪室時に排泄の有無を確認

すると共に今後もコール使用の声掛けを継続的に行います。 

３月３１日 １７時４０分頃 １階 男性入居者 ９５歳 要介護３ 

夕食の時間となり居室に訪室するとベッド横で倒れて起き上がれずにいる所を発見する。痛み

の訴えなく介助にてベッドに座って頂く。その後排泄の訴えありトイレに誘導し身体確認を行

うが変色もない。 

〈今後の対応策として〉 

下肢筋力が低下し上肢も力が入らずバランスを崩しやすくなっているため訪室回数を増やしま

す。 

４月５日 １５時３０分頃  １階 男性入居者 ９５歳 要介護３ 

居室前を通りかかった際に居室のテレビ前で仰向けに倒れている所を発見する。介助にて立っ

て頂き車椅子へ移乗する。痛みや変色は無い。本人より状況を聞くと 

「帽子を探すために床に座って衣装ケースを開けたが座位が保てず上半身が後ろにひっくり返

った」と話す。 

〈今後の対応策として〉 

バランスを崩しやすいため、こまめに訪室を行います。 

４月８日 １０時０９分頃  ２階 女性入居者 ９６歳 要介護２ 

コールがあり訪室。トイレにて右側を下にして倒れている所を発見する。 

少し動かすだけでも強い痛みがあり職員２名で抱えてベッドまで移動する。左臀部から大腿部

にかけて強い痛みがあり左足は上げられないと話す。ご家族へ連絡し 

１１時１０分深川市立病院整形外科受診となる。受診の結果、左大腿骨骨折の診断となり旭川

赤十字病院へ搬送、手術となる。手術は成功し４月２４日に深川市立病院へ転院し現在はリハ

ビリを行っています。 

〈今後の対応策として〉 

移動時にはコールを押すようお願いしていたが、体調が良いと自ら行動する傾向があり昼夜共

に見守りセンサーでの対応が必要である。 

４月１５日 １時４５分頃  １階 男性入居者 ９５歳 要介護３ 

物音がして訪室するとベッド横の床に倒れている所を発見する。体が痒くて防水シーツを外し

た際に転倒し起き上がれなくなったと話す。起き上がり、立ち上がりの介助を行う。全身状態

を確認するが変色や痛みもない。 

〈今後の対応策として〉 

何かあればコールをお願いしていたが、目的があるとコールを押さずに動き出してしまうため

家族の了承を得て見守りセンサーを設置しました。 



４月２８日 ６時１５分頃  ２階 女性入居者 ８２歳 要介護２ 

起床の声掛けを行うため訪室すると窓際の床で横座りになっている所を発見する。 

ご本人より「カーテンを開けようとして転んだ」「右足が痛い」と話す。介助にて立ち上がり身

体確認を行うと右膝に直径１ｃｍ程の変色がある。 

朝食は歩行器を使用し食堂まで来たが昼食は足の痛みを訴え居室配膳とする。以降痛みが継続

したため５月１日深川市立病院整形外科を受診、レントゲン撮影を行うが骨に異常はなく打撲

の診断、痛み止めの内服薬と湿布が処方となる。翌日から歩行器を使用し食堂まで来られてい

ます。 

〈今後の対応策として〉 

歩行器を使用されず靴の踵を踏んで歩かれていた様子あり、歩行器の使用と靴の踵を踏まない

よう声掛けを行っていきます。 

５月５日 ０時００分頃  １階 女性入居者 ９１歳 要介護２ 

巡回時、ベッド足元近くの床で長座位になっている所を発見する。「トイレから出た時に転んで

右膝をついた」と話す。介助にて立ち上がりベッドに座ってもらう。 

右膝に２㎝程血がにじんでいたため絆創膏を貼りました。 

〈今後の対応策として〉 

普段廊下の移動は車椅子を使用しているが居室内は独歩で移動しているため、歩行が不安な時

はコールを押すよう伝えました。 

５月５日 ６時１５分頃  １階 男性入居者 ９５歳 要介護３ 

見守りセンサーを使用していたがセンサーが常時作動していたため消音にして見守りモニター

で状況確認を行っていた。確認のためモニターを見たがベッドにいないため訪室。ベッドサイ

ドの床に座っていた。着替えの服を取ろうとして座り込んでしまった様子。介助にてベッドに

座ってもらう。痛みや変色は無い。 

〈今後の対応策として〉 

ベッド上での体動でセンサーが鳴り続けたため、随時モニターで確認していたが 

タイミングが合わず座り込んでしまった。朝の起床時間で他入居者様の対応もあるため引き続

きセンサーを使用し見守りを継続します。 

※この入居者様は５月１５日に忘れな草へ移設となりました。 

５月６日 ６時３０分頃  １階 女性入居者 ９８歳 要介護１ 

声がして訪室するとクローゼット前で右半身を下にして転倒している所を発見する。本人より

「上着を取りに来て転んだ」と話す。左頭頂部にうっすら赤みが見られたが本人は「痛くない」

と言う。その他、変色は無かった。 

〈今後の対応策として〉 

室内歩行時に靴を履かずに移動することが多いため必ず靴を履いて移動するよう再度伝えまし

た。また、クローゼット前に車椅子等を置かず(食堂までの移動には車椅子を使用している)同

線の確保を行う。 

利用者活動状況 

・４月２２日 ４月誕生会      

・５月２０日 滝川菜の花見学１日目 

   ２２日 滝川菜の花見学２日目 

職員研修状況 ありません。 

質問・意見等 

【市役所代表より】 

・６月３日の避難訓練にデイサービス利用者は参加されないのですか。 

→日中想定の避難訓練を予定しておりデイサービスの利用者も参加予定です。(相談員) 

次回会議までの継続課題 無 ・ 有 （                         ） 

次回会議開催予定 令和７年７月２４日（木曜日）午前１０時３０分～ ケアハウスえんれい草 ２階相談室 
 


